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西
東
京
市
地
域
支
部
稀
会
報
告

た
。
安
田
会
月
は
学
徒
出
陣
時

の
明
大
総
長
や
校
友
達
の
寄
せ

昏
き
さ
れ
た
日
章
旗
を
ご
披
露
。

当
時
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
日

の
丸
に
・
平
取
肘
今
日
か
ら
は

遠
く
な
っ
た
激
動
の
昭
和
史
の

断
片
に
触
れ
る
一
刻
で
し
た
。

最
後
に
、
武
藤
幹
事
指
導
の
下
、

全
点
屑
を
組
ん
で
の
校
歌
蝕
画

で
お
開
き
と
な
っ
た
。

平
成
二
〇
年
度
定
細
緻
会
を
、

五
月
一
八
日
田
無
庁
舎
に
て
開

催
。
来
賓
を
含
め
三
五
名
が
出

席
。
石
井
幹
事
の
司
会
に
よ
り

有
賀
支
詐
長
を
議
長
選
出
後
、

議
事
に
移
っ
た
。
鶴
田
幹
事
長
、

丸
岡
会
計
幹
事
、
水
井
会
計
監

査
、
各
々
よ
り
r
平
成
一
九
年

度
会
務
報
告
、
決
井
報
告
、
及

び
監
査
報
告
」
が
な
さ
れ
た
。

引
き
続
き
垂
水
副
幹
事
長
、
吉

田
会
計
幹
啓
よ
り
r
平
成
二
〇

年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
」

が
上
程
さ
れ
、
承
認
可
決
。
北

都
支
部
長
林
鐘
か
ら
ご
祝
辞
を

頂
き
、
江
原
副
支
部
長
の
閉
会

挨
拶
で
終
了
。
総
会
も
三
回
巨

を
敵
え
、
出
席
者
数
の
伸
び
悩

み
が
課
題
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

懇
親
会
に
移
り
、
昭
和
一
九
年

繰
り
上
げ
草
案
の
安
田
貰
氏
の

乾
杯
で
ス
タ
ー
ト
。
さ
さ
や
か

な
が
ら
熱
い
交
流
が
展
開
さ
れ

全
国
支
部
長
・
地
域
支
部
長

本
部
員
懇
親
会

七
月
一
九
日
本
学
ア
カ
デ
ミ

ー
コ
モ
ン
に
お
い
て
二
〇
〇
余

名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
た
。

懇
親
会
は
、
青
木
校
友
会
長

村
山
名
誉
会
長
の
あ
い
さ
つ
、

長
堀
新
理
事
長
、
納
谷
学
長
の

祝
辞
、
新
支
郡
長
お
よ
び
新
地

域
支
部
長
が
紹
介
さ
れ
た
。

筆
に
入
り
「
明
治
大
学
教

育
振
興
協
力
資
金
」
　
の
募
金
推

進
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
現

在
七
位
円
余
の
協
力
を
得
て
い

る
が
今
後
も
H
梼
達
成
に
向
け

推
進
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

報
告
率
項
と
し
て
、
二
〇
〇

七
年
度
決
算
。
二
〇
〇
八
年
度

予
算
等
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

引
続
き
納
谷
学
長
の
　
「
世
界

に
開
か
れ
た
大
学
」
と
隠
し
講

演
が
あ
り
、
二
〇
〇
八
年
度
新

司
法
試
験
合
格
者
五
位
、
二
〇

〇
七
年
度
公
認
会
計
士
合
格
者

四
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

明
治
大
学
校
友
会

代
嬢
員
総
会
開
催

七
月
二
〇
日
本
学
リ
バ
テ
ィ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
　
「
定
時
代
議

員
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、
三
〇

〇
名
余
の
代
議
員
が
出
席
し
た
。

総
会
は
、
青
木
会
長
等
の
あ

い
さ
つ
、
長
堀
理
事
長
他
の
祝

辞
が
あ
り
議
事
に
入
る
。

報
告
事
項
と
し
て
、
二
〇
〇

七
年
度
会
務
報
告
他
二
件
。
審

議
事
癌
と
し
て
二
〇
〇
七
年
度

決
算
、
二
〇
〇
八
年
度
事
案
計

画
・
予
算
他
七
件
に
つ
い
て
審

議
決
定
し
た
。

又
、
親
子
孫
三
代
、
兄
弟
三

代
以
上
の
草
案
者
九
組
二
七
名

の
校
友
表
彰
が
行
な
わ
れ
た
。

最
後
に
九
月
一
四
日
開
催
さ

れ
る
全
国
校
友
秋
田
大
会
お
よ

び
来
年
度
開
催
さ
れ
る
富
山
大

会
の
ア
ピ
ー
ル
が
あ
り
閉
会
し

た
。

東
京
叡
「
北
部
支
部
」総

会
報
告

丸
岡
虫
二
明

明
治
大
学
校
友
会
、
東
京
都

北
部
支
部
、
二
〇
〇
八
年
度
定

時
総
会
が
五
月
三
一
日
、
紫
紺

飴
で
開
か
れ
ま
し
た
。

毅
が
西
東
京
市
地
域
支
部
か

ら
は
、
支
部
長
含
め
一
〇
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

弟
一
部
、
開
会
の
こ
と
ば
に

院
き
、
林
支
部
長
の
挨
拶
、
来

賓
紹
介
の
あ
と
第
一
号
議
案
の

二
〇
〇
七
年
度
事
業
報
告
、
決

算
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

第
二
号
議
案
は
、
二
〇
〇
八

年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
が
提

出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案
は
、
明
治
大
学

教
育
振
無
徳
力
資
金
の
募
金
に

つ
い
て
三
浦
副
支
部
長
よ
り
報

告
が
あ
り
「
目
標
五
三
〇
〇
万

の
と
こ
ろ
、
二
〇
〇
八
年
二
月

未
で
集
ま
っ
た
金
額
二
六
二
一

万
一
五
〇
〇
円
で
、
四
九
・
四

四
％
。
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力

を
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
あ
と
来
賓
の
挨
拶
が
あ

り
閉
会
し
ま
し
た
。

第
二
部
は
懇
親
会
、
我
が
武

藤
幹
碧
の
司
会
進
行
に
よ
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
国
会
の
辞
は

有
賀
支
部
長
で
す
。
新
設
さ
れ

た
「
明
治
大
学
国
際
白
本
学
郡

長
、
蟹
瀬
誠
一
教
授
」
　
の
祝
辞

に
は
さ
す
が
テ
レ
ビ
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー
、
一
同
話
に
魅
き
込
ま

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
出
席
者
お
互
い
に
親

交
を
決
め
盛
況
の
う
ち
に
終
わ

り
ま
し
た
。

私
の
趣
味
　
大
幡
逸
男

看

病

三

〇

董

ご
蔑
は
と
■
用
か
れ
る
と
、

迷
わ
ず
誓
一
片
く
こ
と
で
す
と

答
え
る
。
　
（
油
絵
を
主
と
し
、

補
助
的
に
肇
　
ア
ク
リ
ル

【
肖
、
等
々
）
。
・
よ
い
ご
貴
で

言
と
、
褒
め
ら
れ
る
こ
と
も

あ
h
リ
、
ま
た
時
に
は
、
プ
ロ
並

の
』
禁
則
で
す
ネ
と
褒
め
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
。

こ
の
悪
は
、
長
い
蓋

め
の
間
中
、
そ
し
て
過
！
俊
の

今
回
に
至
る
迄
、
五
十
金
平
に

亘
り
、
絶
や
す
こ
と
は
な
か
っ

た
。
い
っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は

二
雄
の
」
柄
－
丸
で
あ
る
と
轟

こ
の
病
気
が
あ
っ
た
が
故
に
、

今
日
の
私
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
、
▲
U
し
ろ
、
い
と
お
し

い
気
持
ち
で
来
し
エ
カ
を
一
振
h
ヱ
惑

っ
て
お
山
リ
手
。

こ
の
病
気
が
霊
し
た
の
は
、

宣
町
め
が
誓
っ
て
か
ら
三
、

四
告
日
頃
だ
っ
た
と
思
い
手
。

蔓

粁

卒

の

委

持
っ
て
，
人
掌
る
と
芋
は
、

琴
埋
、
蔓
の
望
口
へ
と

い
う
の
か
－
攣
り
相
崖
で
し
た
。

私
も
例
山
外
で
は
な
く
、
－
軽
震

毒
課
が
最
初
の
雷
場
で
し
た
。

当
時
は
、
貪
訂
伝
－
黒
の
薫
か

ら
、
蔓
の
作
成
に
空
ろ

ま
で
、
算
盤
に
観
る
時
虎
で
し

た
か
ら
大
変
で
し
た
。
■
空
夢
化

さ
れ
た
今
日
の
義
場
と
は
全
く

啓
丁
が
遭
－
い
ま
し
た
。

明
け
て
皇
暴
れ
で
も
、
借
エ
カ
、

貸
方
、
墾
鼻
、
塗
雷
と
追
い
回

さ
れ
て
い
た
毎
h
口
で
し
た
。
そ

の
・
つ
た
、
こ
の
義
－
場
は
徽
人
堅

気
の
人
が
多
く
、
ま
た
、
葉

山

刊

東

羞

り

が

い

ま

だ

に

碑
川
っ
て
お
呈
し
た
の
で
．
私

に
と
っ
て
は
余
り
住
み
心
地
の

よ
い
t
u
電
で
は
な
く
、
艶
巴
観
的

な
蟹
殊
夢
と
嗅
呈
し
た
。

菅
し
い
、
？
小
さ
盗
品
平
が
、
必

死
に
“
遇
っ
て
い
る
実
慮
W
は
あ
っ

て
も
全
体
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、

よ
く
見
え
て
い
な
か
っ
た
頃
で

す
か
ら
止
む
晶
な
か
っ
た
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
童
、

望
怠
れ
る
の
で
は
と
い
う

思
い
が
日
に
日
に
強
く
な
り
、

凸
別
途
是
ぶ
み
、
悩
む
こ
と
が

多

く

な

呈

し

た

0

こ
の
頃
、
茎
恋
元
帥
と
い
う

盲

粟

が

警

し

た

。

今

日

的
に
は
、
神
経
－
衰
弱
、
ノ
イ
ロ

ー
ゼ
、
・
つ
つ
山
桝
と
い
っ
た
一
朝
い

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
白
日
分
も
不

定
愁
小
鉢
か
と
、
己
を
疑
っ
た
こ

と
も
何
回
か
あ
り
ま
し
た
。
こ

ん
な
時
の
一
人
の
先
輩
の
一
首
－
粟

は
、
▲
ま
こ
と
に
貫
一
重
な
も
の
で

し
た
。
　
コ
貝
面
日
日
を
止
め
れ
ば

鐘
し
が
あ
る
よ
　
仕
事
の
中
に

遊
び
心
を
少
し
入
れ
た
ら
ど
う

か
わ
し
　
と
。
私
は
ハ
ブ
と
気
か

つ
き
ま
し
た
。
ガ
チ
ガ
チ
の
仕

事
人
臣
だ
っ
た
の
だ
。
軌
道
】
輝

正
に
時
【
側
は
か
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
　
「
日
介
は
子
供
の
頃
か

ら
絵
を
一
角
く
こ
と
が
大
好
き
だ

っ
た
。
船
首
三
日
い
て
い
る
と
無

性
に
楽
し
く
、
又
、
安
心
が
あ

っ
た
で
は
な
い
か
、
絵
を
一
白
く

こ
と
に
鐘
し
を
求
め
よ
う
」
　
と
。

趣
味
の
原
点
は
こ
こ
に
あ
っ
た

よ
・
つ
で
し
た
。
一
私
は
た
め
ら
・
つ

こ
と
な
く
絵
を
始
め
ま
し
た
。

暇
が
あ
れ
ば
絵
を
一
日
く
上
・
つ
に

な
り
一
エ
し
た
。
あ
る
マ
ラ
ソ
ン

】
慮
手
は
、
こ
・
つ
・
も
一
石
っ
て
い
ま

す
。
　
r
走
っ
た
距
離
は
轟
切
ら

な
い
」
　
と
。
私
は
　
r
i
R
い
た
枚

数
は
裏
切
ら
な
い
」
　
と
。

さ
て
、
人
は
八
十
路
に
，
入
る

と
己
の
棚
卸
し
を
し
た
く
な
る

も
の
で
し
ょ
・
つ
か
、
私
も
ご
多

■
岡
に
洩
れ
ず
先
日
来
、
自
身
の

欄
押
し
を
実
篤
し
士
▲
し
た
。
そ

の
結
果
、
本
体
の
老
朽
化
が
●
笥

し
く
、
ま
た
各
所
部
品
も
機
能

劣
化
、
陣
順
化
が
苦
る
し
い
こ

と
が
劇
刊
明
い
た
し
ま
し
た
。
鶴

脚
絆
i
妄
言
－
計
上
す
る
と
、
本

体
一
計
儀
鎖
は
相
当
▲
厳
し
く
低
下

す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

先
般
、
枚
・
厨
は
次
々
に
後
∬
朋

★
向
齢
者
な
る
怪
し
け
り
な
る
急

▲
曾
付
け
て
く
れ
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
代
わ
り
私
は
光
岬
高
齢
者

と
い
う
名
隕
仰
に
よ
り
胸
を
張
り

た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。
手
元

に
あ
る
長
寿
十
戒
肌
に
、
こ
ん
な

こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
。

「
八
十
に
し
て
迎
え
が
き
た
、

ま
だ
ま
だ
早
い
と
追
い
返
せ
J

と
。
よ
い
戒
め
と
］
椚
且
川
。

私
の
今
は
目
口
本
美
山
滑
家
連
明
l

正
念
H
貝
、
元
創
元
会
食
月
、
東

一
風
都
民
美
術
展
顧
問
、
西
東
ム
屈

市
美
術
他
山
会
長
、
と
な
っ
て
お

h
ソ
・
ま
す
。

商
考
丁
鉢
一
曲
学
料
宣
T
の
変
．
り
編
】

は
、
こ
の
上
・
つ
な
姿
で
、
ま
だ

ま
だ
生
き
伸
び
▲
よ
す
。
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ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
て
き
ま
し
た

野
口
　
清
次

六
月
七
日
（
土
）
、
支
部
長
以

下
一
五
名
（
男
性
七
名
、
女
性

人
名
）
　
で
開
催
し
た
。

奥
武
蔵
自
然
公
園
内
の
天
覧

山
、
多
峯
山
周
辺
を
飯
能
駅
を

起
点
に
約
九
血
の
行
程
を
一
周

し
た
。

天
覧
山
多
峯
主
山
共
低
い
山

な
が
ら
南
方
は
速
ざ
る
も
の
が

無
く
、
展
望
の
良
い
山
と
し
て

知
ら
れ
、
天
覧
山
に
は
十
六
羅

漢
の
石
像
、
多
峯
主
山
に
は
黒

田
直
邦
の
墓
石
や
、
常
磐
御
前

に
纏
わ
る
墓
標
の
跡
等
の
史
跡

や
伝
説
で
一
般
に
知
ら
れ
て
い

る
。天

覧
山
か
ら
多
峯
山
に
至
る

磯
や
か
な
登
り
路
は
新
緑
の
香

が
漂
い
鼻
喉
が
出
そ
う
な
気
分

に
な
る
と
云
っ
た
人
が
あ
る
。

多
峯
主
山
の
山
頂
近
く
に
直
径

一
〇
m
程
の
「
雨
乞
の
池
」
が
あ

り
年
中
、
水
が
滴
れ
た
こ
と
が

な
く
、
日
照
続
き
の
時
こ
こ
で

住
民
が
神
に
雨
乞
い
の
儀
式
を

行
な
う
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
日

は
蛙
の
子
が
水
面
を
嘉
男
に
染

め
て
い
た
。

最
後
の
登
り
を
終
え
、
多
峯

主
山
頂
に
立
ち
互
に
握
手
を
交

し
、
達
成
感
、
適
度
の
疲
労
感

を
享
受
し
た
。

山
頂
で
の
食
事
は
旨
く
増
し

て
寧
座
で
談
笑
し
な
が
ら
の
そ

れ
は
格
別
だ
。

能
仁
寺
の
名
園
を
観
賞
し
な

が
ら
暫
し
休
憩
。
各
々
の
顔
色

の
宜
し
き
を
見
て
安
堵
し
駅
へ

と
向
か
っ
た
。

「
パ
ソ
コ
ン
」
教
皇小

山
　
弘
之

今
日
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
デ

ジ
タ
ル
機
器
の
機
能
は
正
に
日

進
月
歩
の
様
相
を
里
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
E
メ
ー
ル
を
組
み

合
わ
せ
て
校
友
会
会
員
の
親
睦

と
交
流
、
広
報
の
遊
具
と
し
て

有
効
活
用
さ
れ
失
効
を
挙
げ
て

い
る
支
部
・
地
域
支
部
が
国
内

外
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
我
々

西
東
京
も
こ
れ
に
倣
い
、
「
通

信
の
電
子
化
」
を
推
進
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
莫
現
ま
で

に
は
紆
余
曲
折
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
先
ず
は
役
員
間
で
の
勉

強
会
と
試
行
か
ら
始
め
る
ペ
シ

で
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
の
方
タ
を
対
象
に

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
私
が

講
師
を
勤
め
、
鶴
田
幹
事
長
宅

に
て
五
月
の
第
二
と
第
三
週
の

各
三
日
間
の
延
べ
六
日
間
、
マ

ウ
ス
や
キ
ー
ボ
ー
ド
の
基
本
操

作
、
ネ
ッ
ト
検
索
、
簡
単
な
メ

ー
ル
の
受
発
信
等
を
体
験
し
て

戴
き
ま
し
た
。
新
し
い
事
に
進

ん
で
挑
観
さ
れ
た
先
輩
各
位
の

気
概
は
正
に
明
大
精
神
そ
の
も

の
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次

第
で
す
。
ま
た
、
快
く
ご
協
力

を
戴
い
た
鶴
田
ご
夫
妻
に
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
俳
句
七
の
出
会
い
」

江
原
　
弘
蓼

（
昭
和
三
四
年
轟
攣
掛
率
）

私
と
俳
句
と
の
出
会
い
は
昭

和
四
六
年
秋
。
私
が
旧
第
一
銀

行
勤
務
中
で
そ
の
時
は
人
事
部

で
主
に
都
内
店
の
人
事
指
導
と

管
理
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
都
内
其
支
店
の
人
事

管
理
の
荷
導
に
伺
っ
た
所
、
支

店
次
長
が
俳
句
集
を
読
ん
で
い

た
の
で
お
開
き
し
た
と
こ
ろ
東

北
大
の
俳
句
部
に
所
属
し
今
で

も
当
時
の
仲
間
と
交
流
し
て
い

て
結
構
人
生
を
楽
し
ん
で
い
る

と
の
こ
と
。
そ
の
後
復
店
指
導

が
終
っ
た
夜
近
く
の
飲
み
屋
で

一
杯
飲
み
な
が
ら
俳
句
談
義
を

拝
聴
し
ま
し
た
。
特
に
松
尾
芭

蕉
の
「
臭
の
細
道
」
に
つ
い
て

第2匝l　日掛Jバスツアー（静岡挿軋り湧水と長岡温泉）

◆出発日：10月23日（ホ）昼食付き
◆対　象：会員・家族及び会員の友人
◆定　員：28名（最小催行人員ZI名）

（定員穏遇時は補欠となります）
◆参加費：会員＆家族　8．∝旧円　友人9．（伽円
◆申込期間：9月1日（月）－5日（金）
◆申込先：t　陪　423一艇（13：【0－17：伽）垂水（タルミ）

FAX　423－6822（11：00～17：伽）
集合場所と薔加著名をお知らせください。後日、担当役員が
r投込用紙」を届けます．

◆行　程：集合場所は保谷庁舎前7：15又は西東京郵便局前7：20
出発7：お保谷庁舎前→7：50西責京島康局的→国立■布
IC→（中央・富士）一頭走IC→御殿場【C→（真名）→
沼津IC一橋田川房水（散策）→サンバレー長岡（昼食・
入浴・休鐙）→沼津（貫鞠）一沼津IC→（真名）→西責
京郵便局前17：劇→保谷庁舎前18：00（予定）

●タオルは必ず持参してください。
（1）怖E川湧水覇：靡生は釣8畑中的。なお、一日百万トンの水

量は真洋一の湧水で熱海市の水遭水として送水しています。
（2）中伊豆の真にある古衆温泉は、儀倉時代に開浸した古濃で、

一方酉にある長閑温泉は明治時代に切出した新しい温点です。
この二つの温泉を総称して伊豆長岡温点といっています。

古都攣倉の散策及びハイキングのご案内

●贋催日　平成却年11月か臼（土）
●対象者　会員・家族及び会月の友人
●参加費　無札但し交通費．入超科、拝観料等は各自負担

昼食・飲料水は各自ご持参下さい
●集　合　北鎌倉駅前9時40分（雨天中止）

（渕南新相ライナー新宿免8：41－北儀倉9ニ37が便利）
●行　程　北徽倉一円寛専一建長寺一天闇ハイキングコース～

，：引）　　　　　　10：a）　　　は：lSI L所t■nl

儀倉官一八幡宮一鎌倉駅〇（江ノt）亡長谷駅、長谷寺
1：l：（岬　　14：：り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅰ5：q）

一長谷駅一江ノ島駅一江ノ貞一江ノ島駅・湘南江ノ島駅＝
lt）：釦　　　　　　　　　　　17：19

モノレールっ大船駅・乗り換え＝新宿駅
け：33　　　17：二法　　18：22

●乗車射土JRの「攣倉・江ノ島フリーきっぶ」を最寄りのJR駅
（山手線内発）でお求め下さい。
江ノ島t鉄各駅の乗り換えが自由です。科金＝15Ⅳ0円

■㈹い合わせ：8124心髄川（野口）

は
学
者
並
み
の
一
見
識
を
も
っ

て
お
り
、
そ
の
熱
意
と
説
得
力

で
門
外
漢
で
あ
っ
た
私
は
俳
句

に
興
味
を
持
ち
は
じ
め
た
次
第

で
す
。
そ
の
後
は
銀
行
業
顔
に

忙
殺
き
れ
、
す
っ
か
り
俳
句
の

世
界
は
忘
れ
去
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
後
年
月
を
経
て
私

が
五
二
歳
の
時
、
旧
本
店
の
あ

っ
た
九
ノ
内
一
ノ
一
番
地
の
跡

地
に
二
四
階
建
て
の
新
築
ビ
ル

に
出
向
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

富
士
通
の
本
社
が
入
り
役
員
と

の
磋
触
が
多
く
不
動
産
管
理
会

社
の
一
員
と
し
て
頑
張
っ
て
お

り
ま
し
た
。
私
の
直
属
上
司
の

常
務
が
京
都
大
学
卒
の
俳
号
を

持
っ
た
俳
人
で
あ
り
ま
し
た
。

一
杯
飲
み
な
が
ら
仕
事
の
話
や

趣
味
の
話
、
特
に
俳
句
の
話
で

毎
晩
楽
し
い
時
間
を
持
ち
ま
し

た
。
そ
こ
で
私
が
俳
句
に
興
味

が
あ
り
、
老
後
の
趣
味
の
一
つ

に
考
え
て
い
る
と
の
話
を
う
っ

か
り
洩
ら
し
た
と
こ
ろ
早
速
常

務
命
令
で
一
週
間
の
間
に
俳
句

七
旬
を
作
っ
て
く
る
よ
う
指
示

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
夜
あ
わ

て
て
近
く
の
八
重
洲
ブ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
に
飛
び
込
み
「
俳
句
入

門
書
」
「
初
心
者
の
俳
句
」
等
五

冊
ほ
ど
買
い
込
み
徹
夜
で
読
破

し
た
次
第
で
す
。
一
週
間
後
に

何
と
か
七
旬
を
作
り
常
務
に
提

出
し
ま
し
た
。
庭
古
見
な
が
ら

毎
晩
薗
吟
し
た
結
果
左
記
の
初

心
者
俳
句
が
出
来
ま
し
た
。
今

思
え
ば
冷
や
汗
も
の
で
し
た
が

初
め
て
俳
句
ら
し
さ
も
の
を
作

っ
た
第
一
号
で
す
。

一
、
枯
枝
の
影
ゆ
が
み
け
り

氷
池

二
、
夜
半
の
冬
過
ぎ
ゆ
く
風

に
枯
葉
由
る

三
、
枯
枝
の
弱
き
木
彫
に

雪
残
り
　
等
々

こ
れ
ら
は
全
て
季
語
が
ダ
ブ

っ
て
お
り
俳
句
の
形
を
為
し
て

い
な
い
と
の
常
務
の
厳
し
い
ご

指
導
を
受
け
季
語
の
大
切
さ
を

徹
底
的
の
ご
教
導
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
常
務
は
関
連
会

社
の
社
長
に
ご
栄
転
さ
れ
、
こ

れ
を
契
機
に
自
立
し
た
勉
強
を

は
じ
め
ま
し
た
。
先
ず
毎
日
新

聞
社
の
俳
句
講
座
を
受
講
、
そ

の
後
現
代
俳
句
協
会
理
事
の
橋

爪
鶴
居
先
生
の
ご
指
導
を
受
け

今
は
月
二
回
の
「
鶴
の
群
」
講

座
で
研
繍
中
で
す
。
そ
の
間
毎

日
新
聞
社
俳
句
大
賞
に
応
募
二

点
が
入
選
し
ま
し
た
。
入
選
作
、

一
、
灯
台
の
官
舎
小
さ
き

茄
子
畑

二
、
花
柄
の
浴
衣
賑
や
か

足
場
か
な

①
西
東
京
霊
性
、
在
義
手

で
当
地
犠
支
部
未
加
入
の
校

友
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

現
在
の
金
員
は
約
八
〇
名

で
す
が
地
域
壷
岳
の
活
性
化

の
た
め
に
も
会
員
の
増
員
を

ぜ
ひ
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

蓮
鼻
先
　
四
六
七
・
⊥
八
八
一
五

絶
望
轟
　
有
責
　
茂

安 心 を サ ポ ー ト

自動■保痍、火災 ・地■保験、傷書保験

○ます

保農のことなら総合代理店 責真鶴杉並区高円寺南5 19－1
1 鈷 03 （33 15）102 1

株式会社 下 山 保 険 事 務 所 F A X　 O3 （33 15）1023

自宅
代表取貯役 下山 正也 責貫蓼西薫貫市芝久保町1・17・3

昭和3‡年工筆筒卒 t 麿　 042－469－3613

▲
今
年
も
書
目
が
三

〇
日
以
上
続
き
ま
し
た

が
会
月
及
び
家
族
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

如
何
で
し
た
か
？

会
報
も
第
四
号
と
な
り
編
集

員
も
大
部
慣
れ
、
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
昨
年
よ
り
一
ケ
月
早

く
八
月
に
免
行
で
き
ま
し
た
。

昨
年
の
第
一
回
「
日
帰
り
バ

ス
ツ
ア
ー
」
は
二
三
名
の
参
加

者
が
あ
り
好
評
で
、
第
二
回
実

施
の
希
望
も
多
く
、
十
月
に
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
十
一
月
に

ハ
イ
キ
ン
グ
も
あ
り
ま
す
の
で

皆
棟
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
ー
・
六
大
学
野
球
春

季
リ
ー
グ
戦
は
八
シ
ー
ズ
ン
振

り
に
我
が
母
校
が
優
勝
し
ま
し

た
が
秋
季
リ
ー
グ
戦
も
優
勝
を

祈
っ
て
応
援
し
に
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
（
垂
水
）


